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野毛山幼稚園
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予 定

日 曜 備 考
保護者礼拝堂10時50分集合

平成30年度　入園説明会① 午後1時より

2 土 のげやまフェスティバル

6 水

18 月 休園

19 火 午前10時より

年長組は午後より登園

午前中保育

23 土

ランチ始まり 7日(木)

歯みがき指導

19 火 年中あやめ組

26 火

防災の日を覚える。

英語で遊ぼう

21日(木)

年　長（つくし組） 年　中（あやめ組）

簡単なルールのあるあそびをする。

絵本や紙芝居に親しむ。

園生活のリズムを取り戻す。

楽しかったことを先生や友だちに話をす
る。

防災の日を覚える。

運動会ごっこを楽しむ。

運動会を楽しみに準備をしていく。

友だちといっしょにする楽しさや大切さを知り、
協力することを体験する。

絵本や紙芝居に親しむ。

身近な自然に触れて遊ぶ。

おじいさん、おばあさんに親しむ｡

音楽に合わせて歌ったり、踊ったりする。

楽しく歌ったり、踊ったりする。

防災の日を覚える。

年　少（さくら組)

運動会について話し合い、準備をしてい
く。

わからないことや不思議に思ったことを調
べる。

楽しく歌ったり、踊ったりする。

友だちと協力して活動する。
（運動会ごっこ・夜の幼稚園）

ルールを守って遊ぶこと、ゲームすることの楽し
さを知る。

金

求めなさい。そうすれば、与えられる。
マタイによる福音書７章７節

ルールを守って遊ぶこと、ゲームすること
の楽しさを知る。

園生活に期待をもって登園する。

自分の経験したことや体験したことを先生
や友だちに話をする。

家族について考える。

敬老の日について考え、おじいさん、おば
あさんに絵や手紙を書く。

年長つくし組

園生活のリズムを取り戻す。

敬老の日について考え、おじいさん、おばあさん
に絵や手紙を書く。

敬老の日

年少さくら・年中あやめ組

年長つくし組　夜の幼稚園

9　月　の　予　定

試行錯誤

誘い合ったり、相談しながら仲間が広がる。

生活のリズムを取り戻し、見通しをもって生活する。

9月誕生会

空・星・虫など自然の変化に興味をもち、発見や探索、試行錯誤を
する。

22

今月の聖書の言葉は、イエスさまが山上でたくさんの群衆に
向かって話された箇所です。有名な言葉ですので、一度は聞
かれたことがあるのではないでしょうか。私たちは祈り求め
ることがすべてかなえられることを望みます。けれども、こ
の言葉は「求めたらすべてがその通りに与えられる」と言っ
ているのではありません。「求めなさい。そうすれば、与え
られる。」の次に「探しなさい。そうすれば見つかる。門を
たたきなさい。そうすれば開けてもらえる」と続きます。
自分から求める心、探していく努力、門をたたく行動が大切
なのではないでしょうか。人生いいことばかりではありませ
ん。祈ったことすべてが聞き入れられるのではありません
が、その中から神さまの御心を知ることが大切なのではない
でしょうか。私たちの必要なことをご存知な神さまは、人知
でははかり知ることのできないよいものを用意してください
ます。

　ニューヨーク大学リハビリテーション研究所の壁に刻まれている詩

大きなことを成しとげるために
力を与えてほしいと神に求めたのに、
謙遜を学ぶようにと弱さを授かった。
より偉大なことができるように健康を求めたのに、
より良きことができるようにと病弱を与えられた。
幸せになろうとして富を求めたのに、
賢明であるようにと貧困を授かった。
世の人々の賞賛を得ようとして成功を求めたのに、
得意にならないようにと失敗を授かった。
人生を享楽しようとあらゆるものを求めたのに、
あらゆることを喜べるようにと生命を授かった。
求めたものは一つとして与えられなかったが、
願いはすべて聞き届けられた。
神の意にそわぬものであるにもかかわらず、
心の中の言い表せないものはすべて叶えられた。
私はあらゆる人の中で
もっとも豊かに祝福されたのだ。　　　(J・ロジャー・ルーシー)

予 定

自分の経験したことや体験したことを先生や友だ
ちに話をする。

平和を願い、祈る。

ねがい

1 金
第二学期始業

平成30年度　入園説明会②

秋分の日


